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令和５年度 第１回北杜市健康づくり推進協議会 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和５年７月１２日（水） 午後３時半から 

 

 

２ 開催場所  北杜市役所 ３階大会議室 

 

 

３ 出席委員  吉田和德、津金永二、萩原長人、小尾芳、田中律子、小宮山幸枝、堀内弘、 

保坂智之、山田輝夫、小針長男、鈴木良長、藤森修平、清水博樹 

 

４ 欠席委員  有泉由佳、茅野臣恵 

 

 

５ 出席職員  清水福祉保健部長、大芝子ども政策部長、向井介護支援課長、 

輿水介護支援課指導監、福祉課生活支援担当 齊藤、津金ネウボラ推進課長、 

中田ネウボラ推進課指導監、ネウボラ推進課こども元気担当 天池 

 

６ 事務局    白倉健康増進課長、佐藤栄養指導監、健康づくり担当 有賀、佐野、坂本 

 

 

７ 会議録署名 津金永二委員、萩原長人委員 

 

 

８ 公開・非公開の別 公 開 

 

 

９ 傍聴人  ２人 

 

 

 

 



 

2 

 

１．開会 

 

２．委嘱状交付 

 

３．部長あいさつ 

 

４．委員紹介 

 

５．職員紹介 

 

６．会長・副会長の選任 

 

７．会長あいさつ 

 

８．議事（議長 会長） 

 

 （1）第３次北杜市健康増進計画 令和４年度の実施状況について事務局より説明する。 

質疑応答 

議 長 令和4年度の第３次健康増進計画の取り組みの状況の説明があ

りました。多くの項目に渡っているので、資料を作るのにあたって

は大変苦労されたと思います。これにつきまして、ご意見ご質問

等ございますでしょうか。もしありましたら、挙手をお願いしま

す。 

委 員 健診の質問ですけども、健診の受診率というか、受けた人の割

合は、例えば市でやってる総合健診で率を出しているのですか。

それとも、今、割とお医者さんで健診を受けている方もかなりい

ると思うんです。そういう人たちの数は受診率には入ってないで

すか。それともそういうものも含めて何か調査をしているんです

か。 

佐藤栄養指導監 健康診断の受診率ですけれども、市で把握できるという範囲で、

国民健康保険に入っている加入者の皆様と後期高齢者医療保

険に入っている加入者の皆様の数がベースになっています。 

委 員 例えば私が胃のバリウムを飲まないで、胃の検診をしないで、他

の医者で内視鏡でやったっていうのは、市は把握しているんで

すか。 
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佐藤栄養指導監 いえ、市の総合健診と人間ドックのみになりますので、把握はし

ておりません。 

委 員 

 

していないということは、健診を受けている数というのは、これで

はぴったりじゃないですね。もっと健診を受けている人はいっぱ

いいるってことですね。うちの近所でも、お医者さんでしかやった

ことがないなんて人もいます。 

 佐藤栄養指導監 社会保険の皆さんが会社で受けている健診や個人的に近くの医

療機関等で受けている健診については把握ができていません。 

議 長 はい、ありがとうございました。毎年こういう質問が出ますが、実

際、国民健康保険加入者で健診を受けている方の数は把握でき

るんですけど、会社でやっている健康診断は把握できないです

ね。それから資料の健康管理のところの8の2の「基本（特定健

診）受診率」というところの、実績値に対する課題考察の欄に、真

ん中へんですけど、「令和4年度よりみなし検診を開始したが、利

用者は少なく、みなし検診の周知が必要」と書いてありますけど

も、これは例えば、医療機関に行っていて、血液検査をしたり、そ

れから胸のレントゲンとったり、いろんなことしていることがほぼ、

健康診断の内容に一致しているということをやっている場合に

は、医療機関にその紙を持って行っていただいて、書き込んでい

ただければ、もう健康診断を受けたものだというふうにみなして

やっているんですが、なかなか、その用紙を持ってくる方がいな

い。なので、みなし検診をもうちょっと、周知していただければ、

実際に健康増進課で把握している方よりも、もっと多くの方が健

康診断、みなし健診を含めて、受けていらっしゃるというふうに判

断してよろしいかとは思います。よろしいですか。事務局の方、

付け加えることはありますか。それでは他に何かご質問はござい

ますでしょうか。 

委 員 今の件ですが、前にもそのような話が出たときに、健診の通知を

配ったときに、みなし健診とはまた別ですが、他の医療機関で個

人的にやっているものの項目みたいなものを、アンケート式に受

けない理由みたいな形で、これこれこういう形でここを受けてい

るからっていうふうな返答をしてもらっているという話を聞いた

気がするのですが。そうすると、市の健診だけが、もちろんそこを

受けるのが一番いいのかもしれませんが、個人的には自分が持

病を持っていて、いつもかかりつけのお医者さんに全体的に年

間通して健診をしてもらっているっていう方は、市の健診を受け

ない人もいますよね。きっと。だから、自分の健康管理を自分で 
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委 員 しているかっていう部分では、しているとは思うので、どこまで市

はそれを求めるかっていうことです。市の健診を求めて、この値

を出す方がいいのか、それとも全体で、そういう健診まで含め

て、健康寿命を延ばすための健診なのか。そこら辺をどういうふ

うに扱っていくのかなってことを、今聞きながら、前もそんな話を

聞いたような気がいたしますので。今後の方針として。他で受け

ていれば、ここは数値的には全然上がらない。でも受けている人

は増えているのか減っているのか、そこらへんがわかりますよ

ね。そこのところちょっと教えていただければと思います。 

佐藤栄養指導監 今、委員さんから言われた、どこかで受けているかっていうこと

の把握についてですが、毎年、資料の7番にある「健康診断希望

調査返答率」っていうようなものをとっておりますけれども、全世

帯に健康診断の希望調査という紙を出しています。その中の項

目で、職場や学校で受けるっていう項目、それから近くのお医者

さん、病院で受けるっていう項目、それから市の健診を受けるっ

ていう項目があります。それを選択していただいて、こちらでは

その数を本当は把握をしたいところですが、そちらの返答率を見

ていただいてもわかるように、現在60.3%の方しか返答がない

状況です。この辺のところを何とか上手く周知をこれからたくさ

んさせていただいて、委員さんのおっしゃった、病院で受けてい

る人の数とかが明確になってくると、本当の姿ではないかという

ふうに考えております。現状ではちょっとそこのところが難しくて、

課題となっている部分と考えております。 

議 長 よそで受けていますっていうのを一筆書いて、北杜市に送り返し

ていただければ把握できるところが、なかなかそこまでいってな

いというような話ですね。よろしいですか。 

委 員 みなし健診が周知されてないってことですが、希望調査の返答

で近くのお医者さんで検査を受けられた方は、みなし健診をやっ

ているってことですから、この人には、積極的に結果を提出して

もらうことができるのではないかと思うのですが、いかがでしょう

か。 

事務局 おっしゃるとおり、病院を受診している方に周知をさせていただ

いて、病院の方から結果を返していただく、ということが一番市

民の方の負担も減ったりするのかなというふうに思いますので、

それで、みなし健診を去年から取り入れております。ただ去年が

初回になりましたので、少し対象者を絞った中での実施であった

ので、少ない面がありましたが、委員さんのおっしゃる通り、もう

ちょっと対象者を今年は増やして実施をして、より市民の皆さん 
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事務局 への周知をしながら、受診率もあげていったり、把握なんかもで

きたらいいなというふうに、思っているところです。 

委 員 周知というよりも、返答が来るわけですよね。60%は。その中

に、医療機関で受けたっていう人には、みなし健診を出してもら

うように働きかけたらどうでしょうか。 

事務局 みなし検診をしますよって手を挙げてくださってる医療機関が限

られているということと、みなし健診のような項目で受診されてる

かどうかっていうところを確認しながら、対象者を決めておりまし

て、もちろん希望調査の返答も考慮させてもらいながら、主治医

ですとか、お医者さんへの受診状況とかもあわせて見て、実施を

しているところです。 

委 員 医師会の方の協力が得られないということでしょうか。 

議 長 毎年、山梨県医師会からみなし検診の協力医療機関の要請がき

ます。1年単位の契約ですけれども、北巨摩医師会は旧双葉地

区と韮崎市と北杜市の診療所が5０いくつかあるんですが、その

中で、多分10前後手を挙げています。だからさっき事務局がお

っしゃったように、手を挙げている医療機関以外のところに行っ

ている方は結局、出せないことになってしまうんですね。ただ、ま

だ周知されていないこともあって、その用紙を持ってくる人がほ

とんどいないから、1年ごとに、ついこの間も募集があったので、

FAXを回して医師会員に確認を求めましたが、あまりにもその

用紙を持ってくる人がいないので、「僕は、去年申し込んであり

ましたかね」っていうふうな電話がくることがあります。だからそ

れくらいまだ周知が行き渡っていない。これは北杜市だけじゃな

いと思いますが、それを持ってきていただければ、そんなに手間

じゃないので、書けるんです。それからついこの間、韮崎市の整

形外科が、「やります」って手を挙げてくれました。項目を見たら

整形外科でも書ける状況だなということで、手を挙げてくれたん

です。ということになると、例えば内科だけじゃなく整形外科のよ

うな専門の医療機関でもできるということであれば、ぜひもうち

ょっと、全国的にどの程度周知されて利用されているか、数まで

は把握していませんが、あまり実際には稼働してないっていうの

が本当のところじゃないでしょうか。よろしいでしょうか。その他

ないでしょうか。質問が出尽くしたようでしたら、1番目の議題は

このあたりできりにさせていただきます。 
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 （2）第３次北杜市健康増進計画 重点目標「こころ」「休養」について事務局より説明する。 

質疑応答 

議 長 はい、ありがとうございました。重点目標こころ、休養についての

説明がありました。ご質問ご意見等ありますでしょうか。 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の最後に、「地域でできることはありますか」って記入欄があ

ったので、そこにもちょっと書いてみましたが、今聞いた中で、原

因が大体わかっているものも多いと思います。例えば、ちっちゃ

い子とか小・中学校・高校生ぐらいまでは、メディアとかゲームと

か、そういうネットワーク関係から生活のサイクルが悪くなって睡

眠不足になって、そしてこころの病気もそれに平行していく部分

もあるのかななんて思います。今からどういうふうにすれば直る

かってことを私達も考えていかなければいけないっていうところ

で、まずはここに手をつけてみようって一つの目標を持っていく

とどうかなと。そうすると段階的にやっていくのではなくて、全市

一斉に、例えば、母子から。母子の場合にはゲーム脳とか、子供

たちを保育するネット保育というのがあるんです。お母さん忙し

いからインターネットとか何かいろいろゲームを見せておいて、

自分はその間に洗濯をしたり家事をしてる。ちっちゃい子は、もう

ちっちゃい頃からそれが当たり前になっているから、だんだん脳

を使うそのおかしい部分だけが発達して、という研修をこの間受

けましたが、そういう母親と子どもに対するメディア関係のこと。

それから小中高保育園も含めたメディア教育。これは子供たち

自身が聞けばわかるそういう教育を、どこの学校でも、どこの保

育園でも、または保護者を対象に多分やっていると思うんです

が、そういうものを周知する。そして大人もやっぱり同じように自

分たちも結構メディアに侵されている部分があるから、そこを子

どもの見本になるような、うまくアウトオブメディアのような、1日

の中で使わない日を作るとか。そういうことを、市全体で、あるい

は社会全体での方がいいかもしれませんけど、そういうメディア

に対するルール作りをする。家庭でルールを作って、社会でも何

かルールを作って、そしてそういう教育を一斉に「令和5年度は

それをやっていこうじゃないか」と、行政も絡み合わせて地域で

もそういう形で学校教育もそういう形で、というふうな何か一つ

のメインを決めて、それをやることによって睡眠が取れたり、休養

が取れたり、あるいは働き方改革ができたり、そういうふうなうま

い方向に、体制を変えていく、そういう仕組み作りをしていく。も

っと言うと、大人が生きがい作りみたいなものをしていく。私達の

時代は60歳で定年退職だったんですけれども、今の方はもう 
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委 員 70ぐらいまで働かなきゃならないから、第二の人生にそこから

何か生きがいを見つけてなんていうのはあんまりないような気が

します。そうすると、子供の頃からスポ少をやったり趣味を広げ

たり、そういうベースを作っていって、大人になっても伸ばしてい

って、そうすると、生きがいとしてやっていくようなベースを健康

づくりに働き方づくりに生かしていって、メディアだけを頼るので

はなくて、自分の何か創造的な部分、作り出す部分を広めていく

ような、そういう生き方を推奨していくようにすれば多少変わっ

てくるのかななんてことを思いながらここにずらずらと書いてみ

ました。どうでしょう。例えば、市役所には何かクラブ活動みたい

なものがあって、そして活動している人は、たくさんいるんでしょ

うか。というのも、働いているときからそういうものをやっていか

なければ、生きがいづくりなんてなかなか難しいような気がする

んです。「私何が好きなんだろう、何を伸ばしていこう。スポーツ

をしなきゃと言ったって、毎日仕事で忙しくてできないよ」とか

ね。そうするとクラブ活動を作ってみんなで週に1回は活動しよう

とか、それが自分のライフワークになっていったりすればいいん

でしょうけど、そうすると、健康に結びついていったり睡眠に結び

ついていったりするような気がします。そこら辺を一斉にやって

いくような方策をどうすればいいか考えていくといいのかななん

てことをちょっと思いました。取り留めのない話です。 

白倉健康増進課長 非常に難しい問題ではありますけれども、実際メディアを、例え

ば、スマホとかパソコンをずっとやっているからといって、それは

その人が不幸であるかっていうと、必ずしもそうではない。それ

をやっていることによってこころが豊かになる方もいますし、逆に

豊かにならない方もいます。今回のアンケートの中では睡眠不足

の方が非常に多いということは、満足な人生というか、こころが

満たされていないということがわかるかと思います。そういう方

に対してどのように市として指導していくかというのは、非常に難

しい問題でありまして、こころのことなので人それぞれいろいろ

な傾向がありますし、例えば子供なんか特にそうですが、やらな

いっていうふうに、頭から塞いでいくっていうのもなかなか難し

いところであります。ただ、我々としましてはこういう問題に対し

て、例えばやることによってどんないいこともあり、悪いこともあ

るっていうことを明らかにしながら、あとは本人たちがどうする

か。要するに、まあ、なんと言うか、難しいです。これに関しては

非常に。 
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委 員 思うに、対象を睡眠不足の人だけに焦点を当てるのではなく、全

体に生きがいを持てば心も安定して睡眠が一応取れるという仮

説を立てる。生きがいがあれば、心が安定してれば、まあ、忙し

い人は寝不足になるかもしれませんが、何らかのかたちでストレ

スを解消して睡眠が取れている。そうすると、眠れない方だけを

対象にしてどうすればいいかではなく、世の中全体をシフトして

いく。70歳になって退職してから、何か生きがいをというのでな

く、若い頃からというか、企業や市内いろんな商売を含めて、仕

事をしながら生きがいみたいなものを作ろう。それが仕事とイコ

ールであればそれはそれでいいし、イコールでなければ何かの

形で生きがいづくりをしていく中で、心を安定していく中で睡眠

が十分とれるし、仲間作りもそういう活動の中からコミュニケー

ションづくりもできていくのでは。じゃあ、それをするためには、ま

ずはメディアをちょっと焦点に当てて市全体でやってみるかと

か。市全体でやるときには、赤ちゃん、子ども、母親、それから小

中高生、それから大人まで、という形で何か策を練れば面白い

ななんて思います。ダメですかね。 

白倉健康増進課長 非常に難しい問題を提起させていただきました。これが正しいっ

ていうのは、なかなか難しいとは思いますし、現実にある目の前

にある形とすれば、もうそこは市民、こういう心の安定が取れて

いない方がなかなか割と多いっていうところを考えまして、これ

から先こころの健康も当然必要になってきますし、体の健康とと

もに、こころも健康でいていただくための多い引き出しを持って

我々も活動して、皆様のご意見を伺いながら、活動していきたい

と考えておりますので、これからもよろしくお願いしたいと思いま

す。 

議 長 世の中の便利さと効率を求めるあまり、24時間営業の店ができ

たり、24時間稼働してお盆と正月以外は動きっぱなしの工場が

あったりして、そこに人間を張り付けるっていうことになるとシフ

トワーカーが出て睡眠障害が出たりとかっていうことに多分なっ

てきちゃったんだと思います。基本的には明るい時間に働いて暗

くなったら寝るのは一番人間にストレスがないのかとは思います

けども。ここまできちゃったら何ともしょうがない。ただ、あまりお

客さんが来ない時間帯のコンビニの閉店をするとか、あんまり効

率の悪い時間帯には店を開かないとかっていうふうに世の中も

少し、後戻りというか向かっているようなところも一部出てきたよ

うな気がしますので、ここまで来たら急に昔には戻れないと思い

ます。先ほど課長がおっしゃったように、いろんなものが複雑に 
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議 長 絡み合っているので、単純に「こうすればいい」って話にならない

かもしれませんが。大変難しい問題だと思います。世界中が抱え

ているんじゃないでしょうか。この問題は。ただ、山梨県の人が日

本全体から比べると、睡眠不足が多いっていうのはどうしてなん

でしょう。わかりますか。よくわかりません。 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

睡眠不足が、全て不健康な生活の中で睡眠不足になっている

か、というふうに考えたところ、生きがいのあるものにのめり込ん

でいる人は睡眠が少ないんです。そういう生きがいを持っている

人もいるし、それから、小学生中学生がなぜ睡眠不足になるかっ

ていう部分のところは、何もスマホやゲームだけじゃないと思う

んです。忙しい生活なんです。子どもたちは。とにかく忙しい。そ

れを全部親がさせているんです。はっきり言って。「勉強しなさ

い」と。私の知っている子は、1週間のうちに５日ぐらいもう完全

に塾とそれからスポーツ少年団での活動。本当に自分の自由に

なる時間ってのはどのくらいあるんだいって聞きたくなるような、

そういう生活を小さな子どもがしてるんじゃないかなっていう気

がするんです。その辺のところから、子どもたちに対する対応っ

ていうのは、親と子どもと本当に話し合えるような生活習慣がで

きているかどうかというところが大きな問題であって、我々がな

かなかこういうふうにしなきゃダメだよ、と思うようなことも小中

学校の先生方が必ず指導して、うんと指導してくれているんで

す。でもその通りなるかってなかなかそういうふうにならない。と

いうことも一つあると思うんです。私の言いたいのは、睡眠不足

が、生きがいがないとか、他のものにのめりこんでいるからなる

って考え方は、ちょっと短絡的かなというふうに思います。それか

ら、年を取って生きがいが見出せないというその考え方もまた少

し極端。それぞれの人生の中で自分が仕事に生きがいを持って

やっていて、それがなくなったときに、次にさてどういう生きがい

を持っていくか、そちらにいらっしゃる委員が対応している老人

クラブですが、そういう問題をうんと深く突き詰めて、指導という

か、お互い話し合ってやっているんじゃないかなっていうふうに

思うんです。ですから、その辺のところを我々は考えながらいき

たい。一番大事なところは地域にコミュニケーション、いわゆるコ

ミュニケーションづくりが地域にあるかどうかっていうのがもの

すごく大事なんじゃないかなというふうに思っているんです。年

寄りが外へ出てやあやあっていう話をする場がなくなっている。

今、青年よりも年寄りのいわゆる引きこもりが何かうんと増えて

るような感じが私たちにしているわけですよ。その辺のところか
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委 員 らまた何か施策があったら、それぞれの地域がそういうところに

目をつけながら皆でもってやっていくような方法っていうのをと

ること。それが生きがいを見出したり、あるいは体を一生懸命使

うから、夜よく寝るようになる。そんなふうなところもあるんじゃな

いかと思うので、多面的にいろんな形で考えていくべきかなとい

うふうに思いました。 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全くその通りだと思います。私がたまたま例を出したのは、そうい

う生きがいづくりを、もちろん仕事が生きがいだったりそういうも

のが睡眠と結びつくのか、まあ、安心したこころっていうのは睡

眠に結びついているのかとは思いますが、そういうものを、若い

頃から少しずつやっていくことも一つの案かなという意味で、そ

んなお話をさせていただいたし、メディアもそれが原因で睡眠不

足になるってこと、これは一因ではあるだろうけれど、全体ではな

いと思っています。そういう意味で、一因のその部分をうまく、忙

しい子どもたちの生活の中の一因のそこの部分もちょっと考えて

いってあげると、朝早く起きてご飯を食べて学校へ行けるような

生活が来るのかなと思って、すごく極端な言い方をしました。本

当に若い頃からやっぱり、そういうふうな生活スタイルにしていく

っていうことがとても大事なことだということで、一石を投じさせ

てもらいました。おっしゃる通りで、いろんな要因があるその要因

を一つ一つうまく解決していかないと、なかなかこの問題は解決

できないのかなって。で、学校教育の中で負うものも多いし、そ

れから母子教育、母子保健教育の中で負うものも多いし、それ

から地域の中はとても大事だと思います。じゃあ地域のつながり

がどういうふうにしていけば、昔のような地域の繋がりとか声を

かけ合えるような状態になっていくのかなって、そこもやっぱり一

つの考えどころです。私は愛育会をやっていて、愛育では、特に

健康面をずっといろいろ気遣いながら声掛けとか見守り運動を

していくというのが目的ですけれども、地域の中に声掛けをした

りしていく、そういうことを班員さんたちはみんな努力していただ

いているんですが、でも今現実的には、愛育会活動の愛育の組

織がなくなっている。そんなものいらないって、要するに子供が

生まれないからいらないとか、役員さんを決めるのが大変だから

いらないとかって形でなくなっていく。そうした声掛け見守りもだ

んだんだんだん少なくなって、繋がりがなくなっていく。そういう

部分をどうすれば、地域で「こんにちは」とか「元気ですか」とか

「具合はどう」とか「変わりない」とかって声かけがずっと繋がって

いけるようになるのかなって。そういう言葉がやっぱり、先ほどお
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委 員 っしゃったように繋がりは大事であって、そして心の安定がそこ

で得られてそして睡眠とか、そういうところに繋がっていくのかな

ってことも思うんですが、なかなか難しいです。一つ一つこうやっ

て解決していかなきゃならないものが多すぎて。それで、一つだ

から皮切りとしてメディアをやってみたらどうかって話をしたんで

す。いろいろな捉え方があると思います。とにかく若い頃から何

か繋がりを求めるために、クラブ活動とか趣味の繋がりとか、企

業の中でも市役所の中でも、いろんな地域の中でもそういうも

のを一つ皮切りにやってみたら何か違っていくのかななんて気も

しないでもないし、そんなことを思いました。 

委 員 確かにこの、パソコンとかネットを5時間以上やるっていうのはで

すね、これは今「ネット依存症」という病気がもうあるんです。1日

24時間って決まっている中で、５時間以上やるのはどうかと思う

んです。やはりここはしっかり1日2時間って決めるとか、テレビは

2時間と決めるとか、そういった時間を制限して小学校とか中学

校とかそういうところでしっかりやって、睡眠とか食事とかそうい

うとこに影響を出さないようにすることがやはり重要だと思いま

すので、やっぱり学校教育にそういうことも取り入れてネット依

存症にしないということが大事だと思います。もう一つ、認知症

が結構増えていて、今から要介護になっていくということですか

ら、認知症にどうしてなっているかってことを、やはりちょっと1回

ちゃんと検証した方がいいと思うんです。仕事を辞めてからずっ

と家でぼーっとしてたら認知症になりやすいとか。北杜市は農業

が盛んですので、リタイアした後農作業をしたら認知症になりに

くかったとか、そういったことを調べて、どういう生活していたら

認知症になりにくいのか、一回検証した方がよろしいかと思うん

ですけど、どうでしょうか。 

輿水保健指導監 今、先ほど高齢者全体というふうなお話が出ていましたし、引き

こもりであったり、いろいろ考えを使ったり、地域の中で活躍をし

たりといういろいろなお話をいただいていますけれども、介護支

援課においても、いくつになってもその人らしい生活ができるよ

うに、それがひいては安定した生活に繋がるということで、生活リ

ズムが整い睡眠が整うと考えて活動をし、また皆さんに啓発をし

ているところでもあります。そういった中では、例えば健康な方

であれば社会福祉協議会のご協力もいただきながらいきいきサ

ロンであったり公民館カフェであったり、市民の皆さんで高齢者

の方が集う場を提供していただくという事業があります。昨年度

は高齢者の方、延べ1万457人の方が北杜市が実施をした通い 
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輿水保健指導監 の場事業に参加していただいているところです。その中におい

て、社会福祉協議会さんからも令和３年度のデータをいただい

ているところですが、ちょっと確定の数字ではなく私のうろ覚えの

数字で申し訳ありませんが、確か7,000人近くの方が、そういっ

た集いの場にご参加いただいているという実績があります。また

介護を受けている方たちにつきましても、何か生きがいであった

り、目標を持って頑張っていただけることが生活リズムに繋がる

ということで、ケアマネジャーさん方が実際に介護が必要とされ

る方にも「何か今やりたいことがありますか。それに向かってで

は頑張っていきましょう一緒に。」というふうな声掛けをさせてい

ただきながら、生きがいづくりというところを目指しているところ

です。先ほど委員さんから認知症について少しいろいろ掘り下

げいってみるといいんではないかというご助言をいただきまし

た。現在北杜市におきましては、65歳以上の令和４年度のデー

タとなっておりますけれども、１，７１９人の方が認知症と言われて

いる現状です。これはおそらくもっと多いんでしょうけれども、介

護保険の中で認知症を主体として申請をされている方の数字に

なっています。全高齢者に対する認知症の介護保険の申請の出

現率ですけども、北杜市においては9.3%というところで、例え

ば甲府市ですと14.1%であったり、近隣の韮崎市だと9.8％。南

アルプス市ですと11.7％という状況の中の北杜市の認知症の介

護保険の申請における出現率という割合になっています。まだそ

れがどういった形で認知症の方が出てくるのか、生活リズムでは

先ほど、農作業であったりとかというふうなところもありました

が、そこはまだ掘り下げている状況ではございませんので、今後

少しずつそういったことも地域の皆さんに確認できたらと考えて

おります。介護支援課におきましては、今年度から地域包括支援

センターで認知症地域支援推進員を1名増員いたしまして、2名

体制で認知症になるのを遅らせる地域づくりの活動をしていくと

いうことになっておりますので先ほど委員さんからご助言いただ

いたことも含めて少し要因を掘り下げていけたらと思っておりま

す。 

佐藤栄養指導監 委員の皆さまには、資料の2の一番最後の5というところで、本

日健康づくり推進協議会でご意見いただきたいことという欄が

あります。皆さん、今日記入をしてきていただいたかと思います。

もし記入がある方がいらっしゃいましたら、ぜひその場に置いて

っていただいて、私達の事業の参考にさせていただければと思

いますので、どうぞご協力お願いいたします。 
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議 長 はい、おねがいします。今後の健康づくりについての参考にさせ

ていただいて市役所の方では対応してくださると思います。よろ

しくお願いします。 

 

 （3）今後の予定について事務局より説明する。 

質疑応答 

質問なし 

 

（4）その他について事務局より説明する。 

いいことチャレンジ２０２２結果、介護予防サポートリーダー養成講座、健康教室、ゲートキーパ

ー養成講座、ゲートキーパー手帳、こころの相談窓口 について説明 

質問なし 

 

9．閉会（田中副会長） 

 

 以上、令和5年度第１回北杜市健康づくり推進協議会の内容を記載し、その内容に相違がないこ

とを証するため、ここに署名する。 

 

 

 

署名委員                    

 

署名委員                    

 


